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　本書『心電図を見るとドキドキする人のためのモ
ニター心電図レッスン』（以下，『モニター心電図レッ
スン』）では，波形の特徴からモニター心電図を極
めてわかりやすく解説している．「この本はいい！」
心電図を教えた経験がある者ならば，必ずや誰もが
共感する内容である．私もこれまで，医療チームの
一員としてこれだけは覚えてほしい（国家試験対策
のためにも覚えるべき）内容を厳選し講義資料を作
成していたが，この本にはそのすべてが完璧に網羅
されている．特に，まさに覚えにくいところ，理解
しにくいところに，小気味よいコラムが挿入されて
いて知識の定着をサポートしてくれている．
　心電図（特に不整脈）については理学療法士（PT）
や作業療法士（OT）の国家試験で必ず出題されるた
め，ほとんどの PT や OT は心電図については一通
り勉強しているはずであるが，心電図を苦手とする
者は少なくない．かくいう私も心電図を理解するた
め何冊参照しただろう．二十余年の臨床生活で PT 

として必要な心電図の基本はマスターし（たつもり
で），現在は大学で教鞭をとっているが，経験の乏
しい学生に心電図を教えることほど難しいものはな
い．
　QRS の形が違ったら「心室性～」というようにと，
ゆっくりかみ砕いて教えても，数分後には PVC を
「しん……ぼ，……う？」と自信なさげに小声で答
える学生がいる．顔で笑っても心では「どう教えた
らわかるんだ？」と教員を辞めたくなったのは一度
ではない．
　正直，これまでの心電図の成書は，教科書的であっ
たり，専門的すぎたり，一長一短であった．いきな
り，Einthoven の三角形，電気的ベクトルが，と書き
出されてもそれがどのように臨床に直結するか臨場
感に乏しく，波形を暗記するように心電図が列挙さ
れているだけでは，少し形が違う波形が出るだけで

わからなくなってしまう．
　3 つのレッスンと 2 つの特別レッスンの章で構成
されている『モニター心電図レッスン』では，「心
拍数をすばやく知る方法」，「心電図波形を見極める 

3 つのルールと 4 つのステップ」，「不整脈の重症度
の理解」，「ブロック波形」，「心電図の略語」など，
大八木秀和先生の心電図を判読する際の目の動き
（思考のプロセス）が，見事に表現されている．読
み終えると，臨床家としてのスタートラインに立つ
自信が湧いてくる．
　「心拍数をすばやく知る方法？　心拍数なんてモ
ニター見ればわかるじゃん」と思うのは早計である．
心拍数を読ませる心電図の問題は，PT や OT の国家
試験では頻出し，これができないとみすみす 1 問落
とすことになりかねない．
　本書には大八木先生の臨床経験に裏打ちされた知
識と，看護師などへの指導経験から，何をどのよう
に話したら理解してもらえるかというノウハウが詰
まっている．聞けば大八木先生は薬剤師と医師の 2 

つの国家資格をお持ちとのこと，ダブルライセンス
だからこそ丁寧で現場感覚に溢れた内容になってい
る．
　何よりもタイムリーに挿入されているイラストが
最高に微笑ましく，実は心電図の理解を定着させる
ための最後の一押しになり，苦手な心電図がイラス
トとともに忘れられないものとなるだろう．
　看護師を主な読者対象として作成されたようであ
るが，現職の PT や OT をはじめ心電図に苦手意識
を持つすべての方のお薦めの逸書である．特に，国
家試験を控えた学生には，必ず読むことをお薦めす
る．
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